
（別紙３）

～ 令和7年3月10日

（対象者数）
34人

（回答者数）
31人

～ 令和7年2月28日

（対象者数）
11人

（回答者数）
11人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・エアロバイクは後ろに漕ぎがちなので、正しく前漕ぎを行

うよう声かけをする。

・ウォーキングマシンの購入。

2
常勤職員以外も訓練の担当をし、全職員が迅速な避難行動が

できるようレベルアップをする。

3
今まで以上に仲間への気配りを大切にし、コミュニケーショ

ンを深めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 町会へ加入し地域との関りを繋げていく。

2 他事業所に応援を依頼しながら対応する。

3
事業所合同のお楽しおみ会を企画し、そこに保護者も参加で

きるよう検討している。

○事業所名 　　あしたも笑顔　金町

○保護者評価実施期間
令和7年2月21日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者同士が交流する機会がない。
営業終了時間が遅いこと、年末年始以外に休業日が無いため企

画が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との関わる機会が少ない。 福祉館のイベントへの参加以外は意識が薄かった。

男性職員、専門の資格を持った職員不足 募集はしているが解消されていない。

運動支援を行う際、晴天時は散歩を中心に行っているが、雨天

などで外に出られない時には数種類のフィットネスマシーンを

使って運動ができる。

個々の児童に適したマシーン選びと時間設定をしている。

毎月現実を想定した防災訓練を実施している。

・「地震」「火災」「水害」「不審者」の4つのテーマを毎月

変えて実施している。

・訓練の際には「内容と避難方法の説明」→「デモンストレー

ション」→「実践」の順を追って行っている。

児童だけではなく職員も明るく楽しい雰囲気の中で過ごせてい

る。

役職や勤務形態に関わらず、風通しの良い雰囲気作りを意識し

ている。

事業所における自己評価総括表公表


